
＜校務利用＞ ⑧調理実習時の栄養価計算・材料費算出の効率化

堺市立堺高等学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式Ｂ－９

[取組の内容]
調理実習の栄養価計算や材料費算出を効率よく行えないかと考え、Bingチャットを用いた。材料名や重量、求めたい栄養素などを入力
し、指定したサイトで計算するよう指示した。材料費の算出に関してもスーパーで購入した場合いくらになるのかという指示で求めた。

[工夫点]
「日本食品標準成分表2020年版を用いて計算してください」と指示をした場合は回答がうまく得られなかった（プログラミング言語
での回答となった）が、栄養価計算の際に使用するサイトを指定すると回答が得られた。

[工夫点]
1行につき1つの材料、重量だと回答が生成さ
れなかった（プログラミング言語での回答となっ
た）ため、1行に複数の材料と重量を入力した。
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[工夫点]
購入場所などを詳しく指定するとその店舗では取り扱いがない食品や商品名
が認識できないという問題点があり、すべての食材が表示されなかったため、
「スーパーで購入すると、、、」といったあいまいな聞き方を行った。

[結果]
栄養価計算に関しては、指定した栄養価や食塩相当量を出すことができた。栄養素の過不足も把握できるため、調理実習の献立作成時
に活用できる。また、費用算出に関しては、実際に発注する業者とは異なるが、おおよその金額を把握することができた。しかし、「できる限
り国産のものを」という指示を追加すると、すべての商品の価格の回答は得られなかったため、問い方の検討が必要である。
どちらに関しても入力、計算や入力の手間が省け、業務の効率化につながった。


